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1.　既 に発表し てきた報告において，マヨネ ーズの調

合における分散相濃度，分散媒の性質などが，できたマ

ヨネーズの安 定度および粘度などにおよぼす影響を調べ

てきた。そ の後の研究によ り，これらの調合条件の変化

は,    （A ）水 相と懸濁油滴との接触界面に生 ず る界面膜

の性質 の変化 ，および（ Ｂ）懸濁粒 子間の相互作用， の

二点に分けて考察すべきであることがわかった。 本報告

では特 に（Ａ ）の点に注 目し， 懸濁油相の表面膜および

界面 膜の張力 ならび に 関連し た 力 学的 性質を直接測定

し，以 前に考察し た乳化 の安定 性の問題と関係づけよ う

とする。

2.　主とし てdu Noiiy の張力 計を用いる円環法によ

り油相と分散媒間の界面張力 を測定し た。またここに用

い た油相と水 相を用いてマヨネーズを調製し，その乳化

安定度を遠 心分離および検鏡などによって測定した。

3.　界面張力の測定結果 によると，安定な乳化状態を

示す調合条件では明らかに界面膜の形成が認 められ，界

面膜の形成がエマルジ ョン の安定性に重要な影響を及ぼ

すものであることがわかった。


